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ミリ波・赤外線国際共同観測

東京天文台野辺山宇宙電波観測所海部宣男

型f辺山の45m ミリ波望i卓鋭と，ハワイ 7ウナ

ケアのUKIRT (UnitedKingdomIn f岡田 d Te]cscope,

LI径3.8m) とを中心とする H共 lヨ|際共同研究がス

タ 卜してから， k,'J 2 年になる。ミリ波と赤外線

においてそれぞれ世界ーの口径をもっ田町望遠鋭の

結合は.子必をこえる新しい成栄を次々と生みだ

しつつある。特に!T~.の形成の研究での威力は大き

く， Ili 年 II 月に点京で聞かれたIAU ンンポジウム

No. II5 ‘ Star FormingRegions における報告の

主主裂な一環をになフことができた。

この共同研究を始められたのは，茶阿 SERC の

アトキンス円 l土らの椴般的アプローチのおかげで

ある。 SERC は UKIRT に加えて口径 15m のサブ

ミリ波虫遠鋭をマウナケアに建設するにあたって，

ハワイに近い PI 本の 45m ミリ波望 iUA との交流に

よってより大きな成栄を生みだせると考え.この

件につき束早天文台に申し入れた。しかし.当時

(1982-83 "1三) 15m鋭はまだ姐民主的初WI段|増にあ

ったから.平ょたちはすでに椋働中町 UKIRT と 45

m鋭による共同研究をまずスター卜させることを

従架した。型F辺山の 5~子寸二捗首|とマウナケアの

15m鋭の本絡的観測 I~('J始後は，これらもプロジェ

クトに加えていこうという計画である。ヰい文部

省と SERC双方の支持が待られ， 1983年の予備l訓

併を経て 1984年度より本研究に荊手した。以後文

部約科乙f研究賀補助金海外学術調3'<の旅yf援助に

よって，のべ20数人的日本側観測者をUKIRTに送

ることができた。また英国からも 10数人の研究者

が野辺山に観測のため訪れ I山l凶研究有の交流は

大いに深まった。それとともに，大q 院生多数を

含む H木の若年研究者が「国際天文fIJ7ウナケ

アの活気にふれて大いに刺激され， ミリ波.if，、外

線研究の荊悩化に州111がかかったことは，研究而

での具体的成来におとらぬ京袈な成泉であった。

さてこの I I\"J に行われた観測・研究をここですべ

て紹介するわけにはいかないが.特筆すべき成栄

として，近功、外における偏波観測と， H2分 f スペ

クトノレでの新しい処見について簡単に述べてみた

い。いずれも皐円形成過程の認識を一歩おしすす

める霊裂な進展である。

星/Hi分子主主中における星円形成の研究は，めざ

ましく進展しつつある分野である。 Elmergreen

と Ladaによる起の:iJli鎖的形成の徒II~. Snell らに

よる 1M始些からの分子ガス炭甑流の発見は.それ
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までの泌然とした阜の形成鋭に強し、1.i'供を与えた。

分イ雲内で生まれた大質量的皐が強力な紫外線を

放って問問の凶母親"分干:;'tをIlL献し 1 方皮肉

プラズ7%，': (H11 領域)とする。電離で生じた衝

撃波は分子妻、内を f'"わってこれを圧縮し.星を生

みだす。こうして生まれた昼はまた新たな衝撃波

を作りだ L，次町民を生むトリガとなる これ

が， E1merg!'een と Lada の述鎖的足形成論てーあり、

渦巻銀河や不規則虫 fl 川の'I'で大祉の足が一時に S1'.

みだされる‘スターバスト 現象に注ながむけ

られるきっかけともなった。 Snell たちが発見した

原始皇を中心として反対 2 hl{lj に流れだす双駆分

子流は，従米予想されていなかった新現象である。

野辺山の 45m 鋭などによって発見されている原始

.!J}をとりまく濃密な分子ガスの円撚は，その函が

分 nnl 方向に垂 lι で，分 f 流形成に重要な役告 'J を

になっているらしし、。

京都大学的佐藤修二氏たち上松グループがこの

共同研究の一環として UK1RT にもちこんだ偏波測

定装世は.分子流と lit 円形成町プロセスについて

重要な進展をもたらしつつある。その 1 つは分子

流町中心にある原始豆町近赤外偏波観測である。

上松の 1 III 赤外線望遠鋭による草川 III ですでに数例

がf守られていたように. I厄始早周辺からの赤外線

はほとんど例外主< ，分子流に靖直(つまり，分

子力 Fス円費生に平行)に偏波していた。これは.中

央の町、始屈をとりまくダストと分干の門盟主が原始

旦からの直扱の放射をさえぎり，円盤の上下方向

へもれた赤外線が散乱されて我々に観測されるこ

とを示している。このニとは， LJKlRT の大円径を

利した市 i分解能でのマッピンク観測で立証された。

t.l1 2 には. J卓始足を含む高官 J庄分ィ ;27 コアの磁場

村titi がわかってきたことである。分千 ff: コアの ιI"

ないし背後にある占 ζ外線皇内{肋止を洲ると.ほと

んどがそろった方向への偏りを7l、す。しかもその

方向は，制 IR くのびた分守護コアに対して垂直な

のである。このと炉実は，分-[-宰コアが織力総の 1，

[fl] に抗力収納したことを強くポ唆する。半分はft.'

泌氏のポケソト 7ネーで作られたこの品、外侃波測

定装 tfi ，よ Kyoto Polarimeter とよばれ，現 {I ，UKl

RT の孟嬰な装備品となっている。

波長 2.2μm の水素分子スペクトノレとミリ波分子

スペク l ノレとのデータの結合は，思の形成の 5J Ijの

局而 .!tl間衝験放の解明円強力な武総となって

いる。 LJK JF( TのGatley 氏らは.赤外線観測に周波

数スイ yチングの手法を初めて導入して、高温(約

2000 皮)の水素分子雲を赤外線スベクトノレて "Ii、範

に 7';; ピングすることに成功した。水素分子の 2.2

μm スベクトノレ総は双極分子流やト I II1m 械で広〈見

州きれ.その存紅は衝撃波てマ阻められた分子雲の

有:ギ「を示すものと考えられた。我々軒辺山のグノレ

プは Gatley 氏らと協力して. UKlRT によって

H2 分干の占、外線スペクトノレを，また 45m 鋭を用い

てco 分-f- 雲のミリ i8iスベクトノレ，特にその速度構

造を I.L:ぃ領域について観測比較したところ.両者

向分布は附くべき一致を示すことがわかった。オ

リオン具雲や巨大な H lI 領域 M17 などの観測から，

膨践しつつある大規紋な衝撃波が初めて，明悌な

形でとらえられたのである。従来のご F恕と娯なり，

これらの衝撃波はごく WI いンー卜状ではなく.か

なりぷ厚いものであって，おそらくは星間分了雲

町非一様性のために細かく複雑にいりくんだ構造

を持っているらしし、。この発見は，連鎖的昆形成

論的具体的プロセスの検詞を可能にするものでも

ある。この他 Hz 分子スベクトノレの偏波観測によっ

て分子流的根元の磁場構造が見えはじめてきてお

り， 45m 鋭による双恢分チ流の速度榔造の詳しい

観測と併せて.分子流円形成jf!IJ科に辿りつつある。

この|王 l際共同研究を始めるにあたって彩、は.ど

ちらかといえば近赤外よりは遠赤外~サ 7 ミリ波

のデータに回目していた。 45m 鋭によるミリ波観

測と物理的プロセスにおいて直接関連してきそう

なのは，いうまでもなくサブミリ波である。しか

し結栄は案に相違 L，近占、外での観測デ タがミ

リ波のデータとダイレク卜に結びついて，実りあ

る成操をもたらした。これは，可悦光では悼 lがた

たない濃い分 f- 雲町内部まで功、外線が見とおして.

阜の形成の核 'L 、部に」、れるヵ、らである。一方波長

の長いサブミリ波は，口径 3.8m のLJ KlRTでは分

解能が怒寸ぎて， 45m 鋭と較べるのは凶鰍である。

この店で司来年には l助きだす 15m サプミリ波鋭に

は大きな期付がよせられる。

Hi 年秋に米自されたエジンパラ王立天文台長の

ロンゲア "/''.1 士は，この共同研究はこれまでの UKl

RT 的研究町中でも故も successful であり，さらに

英国の他の三割述鋭をも含めた国際協力に発展させ

たいとの希望を述べられた。 A、外線 サブミリ波

の分野が今後 10年間の天文ザにおいて極的て ill 弘I

な位置を市めるて"あろうことは疑いない。私達と

しても，ニの国際協力を大いに推進してゆきたい

と考えている。これまで援助下さった多くの方々

にこの欄をお fa りして深〈感謝するとともに，今

後のー!日の御支援をお朗自し、したし、。

(ヵ、いふ・のりお)
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《ま~ *5-310-16号機の打上げ成功

倒防，U11 60 年度第 2 次ロケット実験のしめ

聞事情 M くくりとして， 5-310-16 号機が 2H

l 日 22 時40 分に上 F角 78 皮で発射された。ロケ y

卜は正常に JI~ しよう L ，発射後 40 秒でヨーヨーデ

スピナが作動， 45 秒で開政 3 分43 秒で最高高度

210km に達したのち 7 分03 秒に着水した。

観測装置としては，近赤外夜間大気光観測装 fti ，

述統光観測装置，屯子密度観測装 ill の 3 つを搭"誕

L，夜間大気光の総合観測を目的としている。 t正

干荷 J3t観詰[l J装置は n上げ後 47 秒にアンテナを無半

に伸展したほか，三つの観測装置はいずれも正 'i f!;

に作動し，大気光の高度分布，屯子密度分布など

を測定し所期の目的を達成した。(表紙カットも

参l問。)

~表紙カット~

相模1Jj(キャンパスの屯波然笥 i室(也被 II育室)の

中に世かれた 5 -310-16 号機。プラズマプロープの

ように屯磁場に敏感な搭載機棋は，地上試験の際

にテレメ タ也被の干渉を受けやすく，作業を期 i

しくしていた。このため 5 -310-16 号機の地上試験

は電波無智家の中で行われた。ここでは!~に並

んだ錐状の突起によって， 1tU ，庄の反射をきわめて

jll;<抑えることができる。

*r さきがけ J ， rすいせい J の近況

1 月上旬から 2 月上旬にかけては，ハレ 主主星

が太陽に按近したために「すいせい」からの紫外

線縦像はしばらくお休みとなり，この!日 lはもっぱ

ら太陽風や fS 昼間空間総坊の観測を行ってきた。

2 月上旬からはハレーをま民と両探公機との距離は

急i主に近くなりま古め 3 月 l 日には「すいせい J

とノ、レーの距離は約 5000 万キロメ トノレとなり，

ハレーの紫外線像も一段と縦きを増している。

この号が~)'~~ーの方々の目にふれる頃には， もう

最接近の II寺は過さ'てしまっていることになるが，

「すいせい」は 3 月 8 日 22 時06 分(日本標準時)

にハレ一群星の太陽側約 15 万キロメートノレの点を

辿過し r さきがけ」は 3 月 II 日 13 時 18 分(日本標

準時)に約 700 万キロメートルにまで按近する。

この日を前に，関係者は披接近前後の運用プロ

グラムの再確認，取得されるデ タの迅 i卓な解析

のための準備作業などに大わらわて wある。

はぽ時を IriJ じくして 3 月 6 日 9 日にはヴェガ

I サ 2 号が段接近し. 3H14 日にはジオ y 卜が

辰もハレ に近づく。またこの間にモスクワでは

lAce会議が開催されており，まさにハレ 探査

のクライ".~ :7スのl時を迎えるのである。

(伊一政ト'，j 造)
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第 5 回

宇宙科学ー講演と映画の会

日時昭和61年 4 月 19 日 ω

午後 l 時 -4 時30分

場所サンケイ会館

千代flI区大子町 l ー 7 -2

挨拶字'山科す研究所長小川 tfi

d時前 日本のハレ一堂 11'探住

J.tJJ的ての:§R.I日i飛行を振り返って

宇街科学研究所教綬 fj':足弘毅

2.1・Wからみるハレー雪量

宇宙科学研究所教授 伊藤富造

映画 r さきがけ J. rすいせい」

一日本のハレー探作機一

拠せ…………………ミヲ
磁気圏・電離圏シンポジウム

日 時昭和61年 3 H18H(刈

場所 45号館 i 階会議室

宇宙圏研究会

H H寺 昭和61 年 3 H27Cj(小ト 28 円ω

場所 45号館 I 階会議室

H~l合せ先字Hi科学研究所・研究協力課

共 I"J利用係 (467)1111( 内235 )

宇宙研談話会

SpaceScience

第43 回 3 月 20 1:1 (,N 午後 3 時-4 時

4sJ,j-ftn 5 階会議室

永倣謙.'1:. (京大理学部助教m

「ミューオン物理の最 iii 町話題」

倉谷教授を送る

秋葉鎌二郎

Lト Hi推進研究系主幹の倉1'1-健治教授がこの 3 月

を以て停年退'目される。

先生のご専門は功、外分光による素反応の研究と

やらて-P'I外淡町素養を以てその深奥をうかがい知

ることは議めているが.その様な i~い学識のーと lこ

立って長年にわたり観測ロケ y トならびに科学作1

M.創出iのためのロケ y ト研究のような尖際的な Ii;:

!TI Mf'先にも，打111(ドJに撚ってこられた。

ぉ t王様で私なども先生と同じ銭の飯(能代的『正

面"では文ニチーjJ!) I))を食う光栄に欲したわけで，お

f+'j'; 振りは勿命そのお人州には'出々敬 1111 も l. ま

た敬愛の念を抱いてきたものである。

光司を一口て '~rlf すれば. ~t tJ悩明日射し .iji刀 11.( 人の

一言肘 l て 'j ・'，iJ ji) fの ill j)'! としてー古 1\ の人々から

大久保彦左ェ 1"1 の興名をぶられていた。栄して先

生ご本人は御存知だろうか。

先:·'1 は宇'出制 fの減水 In 阿のプロジェクトマネー

ジャーとして，無ー物から 10 トンエンジンの完成

までグループの先頭に立って追を切り拓いてこら

れたのは，周知の i且りである。この計画は我 [£1 に

液水技術を定着させるトーで』一派に所則的臼的を i主

したとは;::1'.(.その成果が未だ明 6'(fiな形でサ: Hi 併

の将米計闘に反映されていないのは，先 'I ーにとっ

てこの際唯一の心銭りとお察しする。しかし或は

心底学究的な先生の'"ゅん今後その様な浮世の

雑多を離れご専門に没頭できることを著ーんでおら

れるのかむ知 lれない。

先生は数年前に胃カイヨウで入院されたが，術

後は fj 1Jにも J押しておJl;気になられた絡にお見受け

する。今後とも御健康でビーノレを適度にたしなま

れつつ，御前 ~II をあ Lけられんことを心から祈念す

る次第である。

能代実験場での倉谷先生(中央)
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三瓶さんについて

名Hリは知l らなくても.いつも梢l付で.つつじめ

下校を払ったり， -，h1j誌のつまった道路Jj品の排水u

でもくもくと働〈三首九さんをみかけた人は多いこ

とと!とt う.そのおじさんが.この 3 月で忘年を迎

えられ生れ故郷町悩品に州られる。

日ーは研究所には.JJJ るだけでこちらがはっとす

るような人がたくさんいた.しかし世の中にみか

けの能半や効栄などといづ叶集が氾献するにつれ

て，研究所内 r!'l でもそういった人i主は.ー人また

一人と辺制していった。二時九さんという l玉|家公務

f，も，その一人だと 4官、う。

ロケ y トを打」げ，一秒の T分のーを越えるιji

位て'仕事を Mlh立てていく人達とは，会〈矧!の時

HIド納をもって悠々と駒場町キャンノマスを見つめて

いたニ胤さんは. とびきりの持iI.!iの人だったよう

に，思う。

三瓶さんは京大航空白fがロケ y ト部門を加えて

宇宙航空併となった数年後.昭和43年の lln に技

能補佐J1 として来られた。従って 2 年後に泌貝と

なってからでも既に 16年の長い nfl. 研究別抗の彩

の叶。)人として:kに微々の仕 JJ.... をされてこられた。

いつも使えめてー笑 T(I そのものの三瓶さんと店、が

横田力男

t~j~ を交すき勺かけとなった1.1\米事も，ボイラー

引の後円桜町大樹の卜で三胤さんのγfてた尖 'I 町

出提出を比つけた 11.):である。

45 号館内股JA を'呈けもつ紡らで紺の型P，R刷 l をは

すにかぶってリヤカーを引っばって行く f底的姿は

3 月限りで見句れなくなる.樹木の話し相千が一

人なくなるのは残念であるが，且峨してイI り余る

ほどの時間を手にしたとたん.途 }j にくれる多く

の働きパチと民リ.三瓶さんの場合は内分の時間

判を進的，好きな山然との交りを深めるのかと思

うと. tIl析すべきかも釘lれない。

ボイラー室での三瓶さん

"1-35-3ノASτ'- 1'<

H上 q !K，n を札 T

竹内先生を送る
野村民也

体系的育成に当られた後. U{Hn57年 II 11. 対外協

力布教'口(教授)として本所にご治任になり，今

H に歪っておいて'て'ある。

千市開発における先生のごJ})納は.似めてよき

いものがある。天文台にこγ"~~中町附手n39iF·. 先

生には科'γU/.jJI \ に備えて組織された S AMf究!Ifの

軌道追跡ー決定研究チーム (SA-]OJJF.)に加l わっ

てI白いた。そニて

ラ周 J放止数 }j式と L 、寸う軌i近ι決l定ι法の附発は.先生が

主導されて完成に至ったものである。

事業凶に移句れてからの先生のおfI理IU: I) を.

jI~抜 J+見する機会はなかったが. 4;'£同制只円多

くの人々が，今でも先 '-i=，に対する敬慕と感，:Qj c7l念

を J.\ ち続けていることからも，先生のご柄聞のれ

がf，l~.ばれる。併殺l且は，昭和52"1' 2}-j に「きく 2

.J，7.Jを打ちょげ，その飾11 化に成功した o In~I~'， 1 ヒ

に至る手順やソフトウェ 71;:ll>%111 1'1 }J の|泊先で

あるが.それが先寸ーのご指樽のH品物であったろう

ことは，疑いもないところである。

寸三市町「的対外l品 }J'主では.出J1な先斗=がイヤ主
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飢ーっきれずにづ l き'受けて l、さるのにす「え，随分

と雑用をお距iIiい l. 大変申し訳なかったと，lどって

いる . I，止近の数ヶ月 II司.先生は内之浦町シュミ y

トカメラによるハレ-''\'!li観測を組織され.ご n

身も観測に悦わられて.多くの見半な:linを晶U:j

された.これらはやがて報告白に判的句れると伺

っている.先生のご専門を活かしたこの仕事を jri

後にして別けたことは.せめてものことであった

と且L っている。

ご苦労様でした中谷さん

松平進

ヘH~iL~の中谷長太郎さんが此の 3 月 31 H を以っ

て定年退職される <I>になりました。一度は識もが

iill らねばならない淋しい道であります.中谷さん

はあ句ゆる 'j'; を熟知され，店、には色々と '7 びとる

ものがありました。職場の先郁としてまた長とし

て本きに日り色々と御指導賜わり.今 H まで微ブJ

ながら戦災をよIeたす事ができたと採〈感謝欽して

府リます。 IUI> <7lJ では献しい依， 41-こまやかに

導き日;意されたofもしばしばありました。 7)( いれ，lj

には，中谷さんの立をよ fflに解する4同ぜできず激

論を交した.tl-~もありました。 i* <反省している今

n です。

-u，~'は 9 人!汗た {llll lI l も次々と減りました。山 n

さん N， i IIIさんと相次いで亡くなり.また先 31lt も次

と々定年でよって行き，去年には n雌さんも教主主

糸満さんごくろうさまでした

山脇菊夫

糸:的さん .b ていニとごくろうさまでーした。

糸1的さんの始めの仕事は 1964 年の夏，腐屋寸前

の27 J.J 航でしたね.そして 7 年Id.定 JI になれる

とい一}時期に「身体的調 f がすぐれな L、」との診

断を受けて;g縦、けれどもどこも恋、、ところは無

しその後すぐ 26 サ館へアルバイトとして 3 年半

引続いて 1974 年存仁川び定対外となって，この 2

M まで 11 年 9 ヶ月，泊 ;):21 年。この U~I ，最後まで

定只にできなかったのがとても残念です。

帰いてもれれ、ても際限のない洛虫~.それも燃え

ない銀脊の徒にー格闘らされていましたね。自転

市町時;jf;車内カゴに山雌リの銅 .1 出物，そして，， 1'1の口

には初物をビニールで包み.あずさ色町カ y パ，

傘をきして J' ，子ハンドノレて切 l告*.~トを fT き米する

糸満さんを拘 l 句ない人は閉ません。何度か糸満さ

んを是正らせたこともありましたが，そんなことが

..'t~~ へ転勤となりました.永い年月町附.数知 IL

白山米 Jn· で'L 、休まる寸坊さなかったことと察して 16

リます.中谷さんが在任中.一帯印象に残ってい

るのは去年 NHK のテレビで， 日本人として初の

1・ iii 飛行士に選ばれた土 }j 降雄さんの人物，l'f~のイ

ンアビューに山られた事です。態度，答弁.:IS.に

¥t派なものでした。

本当にノ k い附 1御 ι労様でした。今後円御前 J?~ と

御免 ~W .dEびに御多?をお祈り申し上げます。

送別会席上の中谷さん(在)と糸満さん(中央)

あっても何でもやってくれました。糸満さんのこ

とを:1!i (詩う人が肘ないのは，そんな糸 I前さんの

人徳だと思います。また. 26 号館時代には暗に A

Be を貼リロー 7字を修得する努力家でした。~~

習わなければならないと肝に命じています.

糸満さんが水ホを始めると聞きました. I:lの当

らない縁の下の力持ちは，他人にはわからないつ

らいこともたくさんあった事と思います。身体を

思いっき I) 動かして今までの苦労を吹きとばして

トさい。 それから.オランダ旅行につづくみ

やげ話を楽しみにしています。

たいへんお世話になりました。

こfLからもお)l;気でお過ごし卜さい。
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松田右さんとの研究生活

日目制33年に大学院学'I:.として私が理L学研究所，

作研究主に所以した可I. 松 III さん(当時は Jjt 作さ

んでした)は|百]じ一切館内 fk藤併におられました。

この可i，谷ー佐ulHJfでは IfjL流ー境保府研究が悦ん

で.国際的なレベノレ向日いイ土'j>が次々に山されて

いました。川lえて，松田さんをはじめとする技術

スタ :/7の隔がl平<.点"~1~;式て'したカヘエレク

|ロニ 7 スのノウノ、ウを{ぷf王してTfiき，ラジオ _L

作以米の感激を新たにしました。その後名材、も航

明研究所.三十三街航。全研究所と変り.研究もプラズ

7を倣うようになりました.松日i さんは成行.J'i時

代から航空'勺哀のプロでしたし.布Ii内研に所属さ

れていた頃は物理S尖験に 18f:念されていたiT)止 ι あ

って.風洞実験とは打って変った実験では万 'J'松

rn さんが頼リでした。分光州定では乾械の切り山

しから現像滅的鋭利'法.兵ZE綾昔"の出h探しなど

手とり }E とりして民いました。航宅研究所時代的

配水は井戸水でしたから微細!な砂が乾板エマJレジ

ョンにげれ、込んで泣かされましたが、これを l山ぐ

ハイテクなども 1可し、ました。松 III さんは祈I... H き

栗木恭一

で. "IC隊時代.特に終戦前後円台間内線了や. ~t

歌に「品の娘」を/I日ったJAなど而 (I <聞かせてく

hました。 JR し I. r.同l きーu· て'したから白 r.~ と

情報もJl!まり.一号向で次に料品?する示乎は J佐々

といったこともー帯よくごイf 知Iでした。写点はい

うに &1;1'ず. 1il'，九 lh'~11:: と血~叫えも 'Illムく。 これが

また訴の 'I' ，-*を濃くしていたと，lJ，l. "、ます。研究一

般.処世 lit更にギ

る訴を淡々と. i:Jと

してンリアスにな

り i曲 5ずにがtって

民ったことはM究

以 tのものを ~l得

した!&<:ヒカぜしてお

リます.洲町j旦は

担3聞きんのご白主よ

近しんらりと斗L

持f られんニとを MI

究計一同 JUl l" して

おります。 1 号館を前lごした松田さん

渡辺さん，本当に御苦労さま

6研l斤f究協力係長の波辺さんは宇，山

身である 1点4ιtJげf、大'j:一弓宇..凶出航 Z笠E研究所 T事手務部に II附i桝肖和 4拍0

年 4 J刀l に就職以米-一.~口I して研究協力事務をf判II 当さ

ilてこら hま L た。、J'~す~捉L君!はポイントをとらえ

適切に処.Ellされ.また，人柄は御卓知のように者

しみや悩み.そしてくやしき，楽しさを|分経験

しておられる人 I I\JII~引かな!Jでございますa

3J'j 限りてザ;1!'1'\されるにあたり特に触れておき

たいことが幾つかありま寸が.その中から大気球

尖l段についてれ干触れさせていただきたいと思い

ます。

昭和41年大気球笑験が公城県太洋村てa学校の庭

やI~t近の公民館を Ht-Jflしてスタートした 1時代から

関係さ tし続いて II円相43年の布団砧!r~ l~( ノ町市の仮

設尖験場一時代，そして昭和46!f·に開設した現ギfの

三l控大会i球観測所と大公球的成長とともに総務f妊

のー只として，あるときは班員聞の湖滑油 (I~J存在

に.また，そのI也戚の }j々との触れ合いを大切に

された地Jじ対策に大いにがJ起きれてきました。波

秋元春雄

辺さんの，レのフィルムには大公I¥光肢の阪もとが，記

録されている'1';:です.長い年 n をかけて築きあげ

てこられたことを風化させることなくづ l き鉱いで

ゆきたいと 4一えております.

まだまだ，qi~m勺ていただきたいときに;g'日ーされ

ることは .('·liJ見りのことと思います。朝rたな!iij j且を

迫lえら iL るに l寄与し. こ h まて'のil11干可労に r呆〈時文官、

を表1....今後の御多幸をお干Ii り 'I' I... 1-. げます。

Y I ・圃・・.薗値引噌

いA
m

f
4
E針辺渡ぐろつくで舘旅の陸一

一
一
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開拓者精神とは，アメリカ人にとっては特別の

仰ifi{j鋭を村つ言業であるが.この名を与えられた

パイオニアンリーズの探盆機は，まさにその名に

恥じない保司宙のHH妬者としての役割を来たした。

1960年に jJ ち上げられたパイオニ75 号は，初Jの

深宇宙プロープとなり， 1972, 73年に打ち上げら

れたノぞイオニア 10 ・ 11号の兄弟機は，それぞれ初

の木M. j~. 1J1への訪問者となった。火星と :;Kill.の

附lに椴たわる小惑星f!? のことがあまりわかってい

なかった当時 JT~大の聖~関はこの小惑星群のパ

リケードを知事突{波できるだろうかという点て" iF,

った。結米自 (Jには然 i払で 1973 ， 74年に相次いで木

起に圭IJ泊したパイオニア耐機は，搭， 1& された粒イ・

磁場光学百 hJllJ 7.iiにより，木5!，磁気圏の存在につ

いて決定的とも言える賞震な情報をもたらした。

嬉ι|批された峨像装置は，木星の大赤 J)fの縫子，ゴ

星リングの構造を蹴杉し，多くの人に惑星探査の

ロ 7ンを実感させることになった。この時使われ

た搬像装置は，観測税 ~f' を探査機的恒 1*;;;軸方向に

動かしながら.探 ft機の回転を利用して二次 7tf象

を取得する方式をとり.ヨ『、と ttのフィノレターを辿

して 4 4'の光電 f 的情相で受光した。探持機に搭

載される搬像装置の発達は著ししこのンリーズ

の後 1979年に木尽に按近

したボイジャーでは低迷

搬像包を用いて，画 11 ，

t社ともにはるかにしの('

阿保が千!?られ，パイオニ

アの画像はかえりみられ

ることカf少〈主った。こ

れは，後から来る者に必

ず波飼されるという刷拓

者の什itt? ではある。とこ

ろで今年'-I'には，冥」二5!

め平均軌道 1M を越えて和J

の太陽系外人工飛郷体と

なり，数白万年後には現

名称

打」げ年月日

打上げ基地

使用ロケ y ト

探公機薬品

木星接近

土星 接近

搭載機器

PIONEER10/11
1972 ij'. 3月 3 日 /1973 年4H6 日

ケネディ宇宙センター

アトラスセントーノレ

258kg/259kg

19 13'ザ 12 片 3 日 /197μp12 月 2 日

1979 年 9 月 2 日(1 1号機)

ヘリウムベクトル磁力百|

プラズ?分相市 4

荷電粒子計測器

ガイガー管望遠鋭

宇'山総当理速鋭

放射線検出部

紫外線分光 &-1

捌象偏光計

赤外線放射計

小互長短町 i石検山総

ド員石検出器

7ラ dスゲート磁力計 (11 号機のみ)

在のおう LJ~~ アノレデハランの位置に達するパイオ

ニア 10号の使命は未だ終わってはいない。問機に

は男女の人体像を描いた人類のメ y セ ジが託さ

れている。このメ y セージを地球外生物に届けた

時はじめてこの間妬者の使命は終るのである。

(ささき・すすむ)

失拙刀 ~t

終外線分光酎

血剣住岡田元衆

斜電発電機

亨宙線望週鏡

荷III 由子 E↑湖tlS

闘石続出盤

bl! M宝同位元素

熱電尭置俊

'J 唱星間右横出掛

。

。
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1込占誉宙すい星と太陽風(その 2 一尾部の構造)

すい星には.間体微粒 f からできている緩やか

なカーブを持ったダスト・テイルと.すい星から

;，~~発したガスが~£L南I~- して光っている太陽と反対 )j

防lに鋭〈仰びたプラズ7 ・テイノレがある。ダスト

テイノレの形状は太防の1fl lJ と幅射庄のかねあいで

きまり太陽胤の役;!l唱はY'!W'でない。 -J; ， プラズ

マテイルはコ?の 'I' てー生成されたイオンと.正干が

太陽風とそれにともなう磁場に引きずられて形成

さi'Lると考えらiLている。

すい庄のプラズマテイノレで興味深いのは，ある

時突然テイルの一部がちぎれる disconnection event

(DE) と日 T ばれる現象が見られることだろう.こ

の ISAS ニュースが出版さ h. るころ再び安を見せ

ているはずのハレーすい川にも 1985 年 12 J- 1 末に D

Eが見られたことが H 本のハレ ウ;t ';I チャーた

ちによって報告されている。

。Eの説明として Nicdner と Brandt は太陽胤磁

坊の反転によるモデルを悦楽した('I 978) 。反転の A

I·Jil'太陽)，，\，1磁場はすいJ11 にまきっきプラズマテイノレ •

を形成している(Iヌlの A)。さて太陽胤内の雌場方 L一一二= ー←

I白lは一定ではなく太陽 1 n 転}河期 (27 Jj)の川に -f\.・ J臥

2 ないし 4 団側1' 1 が反転することが知句れている 九郎、 II¥.'
(セクター構造)。このセクター構 iZ の境界がすい iii ちぎれ" I

c • プラズマテイル 。 I

星を通過すると反転した磁場がすいit!.にまきつく

(図的 B)o }己的磁場と反転した催場との続出Lには

屯流用が形成されるがこのような;lIiJlUrJ はエネル

ギー的に不安定であって形状安庁長を起こして他力

似をつなぎかえる(磁場のりコネクション l苅の

C)。やがてもともとあった磁iJ，'jは全てす'I'し流さiL

てしまい ，HY鋭〈イII'ぴたプラズマテイルが形成さ

れる(図的 D)。

観測される DE とセクタ 構造的抑定通過時刻と

はよい対応を示し Niedner らのモデルは作業仮設

としてもっともらしいと考えら tLている。

一宇宙研一 寺沢敏夫

友銀血のh

--0

一
一
/
小
十

一
ポ
も

X 線背景放射

X線でヰ:'djーを眺めると，X線星や銀河などの側

々の天体のほかに.ZEの全体がX線で'if;ど一線に

矧弘、ている。この一線な肱射はX線t'r:tiU点射と日T

ばれ. X~天文学内和J加lにすでにその存杭が知句

れていた。その起出[は今もって謎であるが，放射

強皮肉一様性から.これが会--[:'1山 官Jなスケーノレの

現象であることはf;['、なL、。この内でX 線-~'f');U直

射は.マイクロ波宮Ii域てd知1 られている3 ・ K ;，'ri;t放

射と良〈似た現象とd える。 3 ・ K放射がピy グ，ぐ

ン字'山論の発展に鍬めて大きな役河l を=*たしたこ

とを考えると，X 斜~-torj~t 放射も字'山'の誕中 進化

および榔追を解き明かす f で，取要な鍵を保って

いると与えらi'Lる.

X 線背景放射の発生械として， 2 つの可能性が

考え句れる。ひとつは銀河や 7エーサー (QSO)

など側々の天体内 tH す X 線が集まって ZE 全体が開

いているように見える、 というもの。もうひとつ

は.字'山にp;に広がった X線発快源( WI] えば超 lts

似のプラズ'7)が充満している、と考えるもので

ある。これまて 1向者の与え Hi;' 成り立っかどうか，

多くの蹴社 ['I や検 ~-t が行なわれてきた。それによる

と， L見知町大休からの笥ワをすべて集めても， X

線背対放射的強度とスベクトノレを，説明1 るニとは

維かしし」従ってサ'凶の来てに，これまで知られ

ていなかった未知的X線天体があるか. もしくは

王子街令体に X線発llO:.i原が満ちていることになる。

いずれの場合にしても， X 線ir;託放射は現代に

課された if(裂な宇'出の誕のひとつと言えよう。

ASTRO-UJt-[聞はこの:誌の解明に J.Hl.': をあててい

る。 ーヰ官Hlfー 牧島ー犬
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晶君民主 i!§ L_
ホワイトサンズで、のロケット実験

字宙科学研究所佐々木進

(ささき・すすむ)

りの亙傷であることが一目て

ジエクト?ネ一ジヤ一のフラン7' ロウ氏から，

三日以内に修理せよとの厳命を受け. 24時間作業

に備えてホテノレの一室に機昔話一式を持ち帰り，東

京へ技術者の派遣を依頼するはめになりました。

幸か不幸か，他の機器類の不具合もあって，全体

のスケジュールに彩響することなく修復できまし

た。今l凶は絶対成功させようという意気ごみのも

と.土日もなく Horizontal Test(組み上げ後試

験)， VerticalTest(ランチャー上での最終試験，

字'由市庁て・言う電波テスト)が繰り返されます。打

ち上げ前日.最終確認会議が聞かれ，ここで又や

っかいな問題がもちあがりました。笑は試験の時，

テレメータ古 II分のケープノレが一本切れていたのが

発見され修復されたのですが，その問題がむしか

えきれ，前論が次第に感情的になり，テレメータ

班が“絶対自幻があるかと附かれれば符は NO だ'

と言って尻をまくってしまいました。一時は打ち

上げ中止.持ち帰つての再試験という段悪の寡聞

気となリましたが，結局 NASA の向いレベルで GO

の裁断があり. Fridaythe13th の深夜打つことに

なりました。更に ~J ち卜げ基地の都合で発射のウ

インドウは 15 分と設定されました。これをのがす

と数ヶ月待たねばなリません。

いよいよ打ちょげです。毎回のことながら心臓

が口から出そうになる一瞬です。ところが一回目

的秒読みは，搭載プロセ y サ が正しくロ y クせ

ず30 秒前て'ホーノレドしてしまいました。この緊張

を二回繰り返し，もう後がないという段終秒読み

でついに発射されました。ドーンという音と同時

にテレメータ皇をとび出すと，オレンジ色の炎を

あとにほぼ霊直に上拝してい〈ロケ y トが見えま

した。ロケットからのテレメータ信号は，その後，

今凪のお jill が安撲で，親子ともに極めて健康であ

ったことを{ムえてきました。

昨年 12H. 米国ニューメキシコ州ホワイトサン

ズでの日米共同テザーロケ y ト尖験に参加しまし

た。テザーロケ y ト災験とは，打ち上げ後ワイヤ

ーをつけたままロケッ l を二つに分離し，綿々な

#I i しい型エザ実験を行おうとするものです。親ロ

ケ y トが子ロケントを生みおとし，“へその緒"を

つけたまま飛んで行くのです。ところがこのお産，

過去三凶ともお産直後に親ロケ y トが病にたおれ

(電源故障) iii: をのんできました。これと同じ笑

験を行っているもうひとつのグループ(ノルウェ

ーのメーレム博士等)も全〈同七トラブルをおこ

しているという，いわくつきの尖験です。

1n凶回目のお己主に立ち会うべく 12 月 2 日， 日米

の共同研究者(ユタ州立大，スタンフォード大，

宇宙研)がそれぞれの観測総を用意してホワイト

サンズに集合しました。ロケ y トの打上げは NA

SA が担当します。 J，感~li鵠謝耳前 t折然守週末の航 2空E使の i悦比乱てで\
'

T幹術ド尚l合のあるラス 7 ノルレ一セス (エ Jルレパソよ 1り) 11iド1 て

2~時寺|附叫)に到平泊f したのは'午前 2 時をまわってい

ました。このあたりは .100年前に丙部の無法者ビ

リーザキッドがあは'れまわった地で，メシラと呼

ばれる旧市内には，彼が判決を受けた裁判所が残

っています。ロケ y ト射場は，この町から更に 4I

で I 時|則的砂棋の中にあります。第 2 次大戦直後.

ドイツから V 2 ロケ y ト機材が述びこまれ 7 オ

ンブラウ J等がパンパーンリーズのロケ y トを打

ち上げた歴史的な陸J-I!の射場です。

tJJ n は.いわゆるい全.fJち (全只打ち令せ)

が行われ，二日制 FI 本 fUl1J1I当機器の最後の他j品

診断を行いました。ところがなんとすでに病気に

なっているではありませんか。宇宙笠間プラズ?

を測定するためのプロ プの展出機構が全く動作

しないのです.クリスマス近い出d長て':ttl:大的関心

'I~である“帰れる日町が遅れてしまうのではない

かと.尖験班のみんなが集まリ人垣がて'きます。

衆人m械のもと，冷汗白斗で開腹しますと，かな
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/田町\ 会ボイジャー 2 号の天王星接近

~ダ。 が教えた二と
uυI まに事に
白む きる 1 月 2HI ，ボイジャー 2

号が天王星に接近し， ･;6 時間のうちに，天王星

とその Il1: i星たちに近づき，鮮明な iilii 像を送って来

た。ボイジャー 2 号の酷 UJIII データによると，天王

li! の磁極は，自転劇Iiの鋭から 551 立も雌れているこ

とが分かった。これは太陽系内で誠一大のズレであ

る。このことから，天王星の内部に導'il!:的領域が

あり，それが力学的にかきまぜられて磁場を I榊目

していると考えられている。天王星の総 i;l 赤道で

の磁場の強さは 025 ガウス(土起の亦 i且では 0.21

ガウス，木星 IH.28 ガウス.地球は 0.31 ガウス，

水産は 0.0033 ガウス)である。天王星の磁気テイ

ノレは，この惑星のはるか後方まで延びている。自

転周期は 16.81 時間 ±0.3 時間 lである。

(AW&ST ， 2 月 11 日)

*変更を迫られるニュートンの法則

天体や人工衛 Eの逆行を司るニュ ト/の重力

の法[!I Iが，近距離(例えば 100m 以内)では厳管に

は成り立っていない可能怖が出てきた。この様主

疑いは以前からいくつかの分野で問題となってお

り，例え 1% 地 'I' 探〈坊!った鉱道内で測定すると重

力定数が地上とわずかに食い違う，などの報仏ーが

なされてきた。また素粒了間の力を統 的に記述

しようとする大統一段諭の研究者にとって，ニュ

ートンの法則がどこまて同厳訟に成り立つかは、大

きな 1l!i I'L'41~ となっていた。

このたびあるグル プが， 1922 年に行われたイ

ートヴォシュの実験の flrl 吟味を行った。(これは 2

つの物体聞の1fi.力がその質長と距縦だけで決まり，

In 性質量と霊力質量とが等価なことを示した祈名

な尖験である。)その結栄，ニュートン引の引ブ J の

ほかに，近距離て"は物休の含むパリオン数に依存

したわずかな反発力が存イ「する， という強い証拠

が符られた。(質 fl とパリオン数とは，厳寄には

比例しない。)この結巣は謀総子と宇'山の物思にと

って大きな議論を呼ぶと予屯 l される。

(Nature , 1 月 16 日号)

ボイジャ 2号がとらえた天王星

ボイジャー2号ガ銀影した天王星の衛

星ミランダ

*太陽が暗くなりつつある?

太陽の明るさは極めてー定していると思われて

きた。ところが，この 5 年間にI.，防の光度が尖は

0.1%ほど II者くなったことが判明した。これは，艦

大知l太陽観測衛星(ユユースNo.57参問)に搭載さ

れた総放射tifモニ久ニンパス 7 すWi1誌に依った

同級な都lil/l14主世，そして何回かのロケソ卜実験で

確認されたもの。 3 つの独立な観測でよく一致し

た答が得られたことから.その{首相刊は rGJ いと巧

えられる。ただしこの光度減少がなぜ生じている

か， II年周期!の太|効活動や22年周期lの太陽舷場サ

イクノレとどう Illl係するか，また減少がいつまで続

くか，などは未知lのままである。

(Science , 1 月 24 日号)
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さようなら

倉谷健治

駒場キャンパスには終戦直後より，今日まで御

世話になり続け，殊に一時期はキャ/パス内で寂

泊りさせてfj'jいた事もあり，屯!い .lHはっきない。

この間40年.一体何をやって来たのかとふり返っ

て見ると r化年記」だったはずの専門が，いつの

附|にかぼやけてしまっている。一方，始めは片足

をつっこむ将度で御手fムいしようと考えていたロ

ケ y トの「特別事業」に，気が千l いてみると全身

どっぷりとつかってしまった感じであるが、そう

かといってその道に倣し切ったわけでもない。結

局主体不明に務治いてしまった。

駒場も長かったが能代とも紘が傑< .一時は能

代から束京へ出張しているのではないかと忠われ

るも7に能代尖験場にはりついていた。おかげてF能

代市の方々とはすっかり i'l' 良しにして孤き，なか

でも i旦暦悦いを文守泊り華々しく 'JU也でやってI白

いた上に"且'自に当っては，Jj長さんを始め，多く

の土j 々から数々の:!"産店』を記念に庄IS乱 l. 良き屯l

いLiIのよすがが山干ilt された感である。ただ残念な

ことに秋田という絶Mの酒蔵の中にお2っておりな

がら，痢に余り阪がIll] かず.W らビ ノレばかりを

飲み続け，いささか後悔している。

今この州を 1lf りて、印象の怖かったギにふれさ

せてJ)'[くと，あの大Wi&の後始末が最初jに苛んで

米る。 Hti庄の翌日，勾 j卓復旧準備に班を編成して

WlllJ l-、た|務，準備とか刻字王もさる不ながら，能代

尖験場に対する Hi.只のん々の並々ならぬ愛治と，

ロケット実験に対する没入的というか，表現のし

ょうもない枠械の情熱とが相まって，復 III作業に

長II らず知らず-)しとなって当ってしまっていた。

被もーそのものも似めて大きかったものの，この雌

リトる気力を.\~た時に，研究所の活力に深い敬意

を抱いた。|百l じような事であるが，私にとっては

最後の尖験に当る，先途つてのi1~水実験でも，予

定していた最終テストが「非常利，止」に惜しくも

引っかかり，一皮は継続を断念した所，実験班員

の皆f¥から再挑戦の戸が噴出し，全く異例の追加l

実験をやらせて瓜き，漸く所持!の目的を達成し得

た時にも，皆fiRの的熱に深い感銘を受けた。

しかし，今乍副工学の将来を考えると，決して

Hili主洋々とは言えない不安を拭い切れない。とい

うのは，これだけの熱意に燃えた有能な人材を擁

しながらも，批近の工学の進路に対する展裂がは

っきりしないからである。減水笑験，有~".!飛籾体，

宇宙基地計画への対応埼，多くの野'L、町Jな研究の

うri想がありノ「ら，どれーっとっても明伸な目標が

設定できないでいるのが現状で.むづかしい先端

的な所を開拓して行くのが大学の使命であると考

えている私は， もどかしい恕いをこの所抱き続け

ている。機会ある仰に文句を言って来たが，つぶ

やいていたのでは無力であり，やはり多くの人材

を結集することのできる椛恕を硲立して正而切っ

て jJ ち出すべき II寺に来たと思われる。この新しい

波に何も寄与する司王ができないのを御詫びしてお

日IJれしたい。(くらたに・けんじ)

/ヲ守\ 印刷のタイムリミントを気にしつつ，

(JI、なぜ 2 H1 ;1: 28 日しかないのかと腹立た
1笠E-JIしい。佐々木さんには 2 回も王糊し

て INいて大助かり。この春は，研究所

をさまざまな角度から支えてきた何人もの方々

が断的てゆかれます。新しい人 'Iーの 1"1出に，幸

多かれ。駒場に足かけイ余年とニュースに腰か

け? 4 年，彩、もこの 3 月でしばし皆様にお暇を

n:iくことになりました。(牧島)
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